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1 小麦の生育ステージと主要作業（北東北・ゆきちからの例）

写真等は麦めぐじ

生育ステージは岩手県の生育情報や

生育状況調査を基に作成

主要作業は農研機構の麦栽培マニュアル

を活用
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2－１ 全国及び東北の作付面積（令和７年産） 

○ 全国の令和７年産４麦の作付面積は、小麦２２９.6千ha（作付割合：78.2%）、二条大麦40.３千ha（13.7%）、
六条大麦１8.6千ha（6.３％）、はだか麦５.２千ha（1.8％）であった。

○ 東北地域の令和７年産４麦の作付面積は８.２千haで全国に占める割合は３％程度である。東北における主な麦
種の令和７年産作付面積は、小麦6,530ha（79.3％）、六条大麦1,660ha（20.2％）であった。

資料：農林水産省「作物統計」

令和７年産
麦種別作付割合

東北

令和７年産
麦種別作付割合

全国

4麦計
(ha)

小麦
(ha)

二条大麦

(ha)
六条大麦

(ha)
はだか麦

(ha)

全国 293,660 229,600 40,300 18,600 5,160

東北
（全国に占める割合）

8,231
(3%)

6,530
(3%)

41
(0.1%)

1,660
(9%)

0
(0%)
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○ 東北地域の麦の作付けは、小麦と六条大麦が大半を占め、作付けが多いのは岩手県（３,800ha）、宮城県（２,６
45ha）である。

○ 小麦の作付面積は、岩手県が約６割、宮城県が約２割、青森県が約１割を占め、六条大麦は宮城県が約9割を占
める。

2－２ 東北各県の麦種別作付面積及び収穫量

4麦計 小麦 六条大麦

作付面積
(ha)

収穫量
(t)

作付面積
(ha)

収穫量
(t)

作付面積
(ha)

収穫量
(t)

青森県 807 2,204 713 1,870 94 334

岩手県 3,800 9,411 3,710 9,200 85 199

宮城県 2,645 10,278 1,170 5,220 1,460 4,990

秋田県 272 911 272 911 - -

山形県 181 390 167 362 13 27

福島県 531 1,329 503 1,270 8 16

東北 8,236 24,523 6,530 18,800 1,660 5,570

資料：作付面積は東北農政局生産振興課調べ、収穫量は農林水産省「作物統計」
注１：表中の「-」は事実のないもの
注２：東北地域での作付けの大半を占める小麦及び六条大麦を掲載

東北各県の麦作付面積及び収穫量（令和７年産）

令和7年産
小麦

県別作付割合

令和７年産
六条大麦

県別作付割合
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○ 東北麦の作付面積は、小麦はこれまで概ね横ばい、六条大麦はこれまで増加傾向で推移している。収穫量は小
麦で年次ごとの変動があるものの微増しており、また、六条大麦で増加傾向である。

○ 東北の小麦の単収は、全国平均と比較して低く、都府県平均と比較しても低い状況で推移している。

○ 東北の六条大麦の単収は、平成28年以降、全国平均を上回った状態で推移している。

２－３ 東北麦（小麦・六条大麦）の作付面積、収穫量、単収の推移
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東北地域の小麦・六条大麦の作付面積及び収穫量の推移

資料：農林水産省「作物統計」

注１：「平均収量」は直近７箇年のうち最高及び最低を除いた５箇年の平均値

注２：H30からＲ２の東北の六条大麦の10a当たり平均収量は事実不詳又は調査を欠くもので非公表
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○ 東北各県の小麦の作付面積は、岩手県及び宮城県が概ね横ばいで推移。青森県、秋田県及び山形県では令和
元年まで減少傾向であったが、それ以降は青森県及び秋田県では概ね横ばい、山形県は増加傾向で推移。福島
県では平成27年以降増加傾向で推移している。

２－４ 東北各県の小麦の作付面積及び収穫量

資料：農林水産省「作物統計」 ５
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○ 小麦の10a当たり平均収量については、宮城県で都府県平均より高い傾向で推移している。

○ その他の県では都府県平均を下回った状態で推移しているものの、近年、秋田県で平均収量の伸びが著しい。

２－５ 東北各県の小麦の10a当たり平均収量の推移

資料：農林水産省「作物統計」
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○ 小麦の10a当たり平均収量は、宮城県は３００～４００kg前後と高い傾向で推移しており、秋田県及び福島県は
増加傾向で推移している。

○ 10a当たり収量は各県・年次ごとの変動が大きい。

２－６ 東北各県の小麦の10a当たり平均収量と10a当たり収量の推移

資料：農林水産省「作物統計」

注：囲み数字はR7年産10a当たり平均収量（赤）及び各県の10a当たり収量の最高・最低値（青） ７
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○ 全国的にみると、北海道と愛知県の単収が高い状況にある。

○ 東北地域においては近年、宮城県の単収が安定して高く、次いで秋田県という状況が続いている。他４県につ
いては単収の順位変動もあるが、時に全国の中でも順位が低い年もある。

８

２－７ 小麦の単収ランキング ー全国の上位と東北各県 ー

資料：農林水産省「作物統計」

単収 単収 単収
（kg/10a） （kg/10a） （kg/10a）

1 愛知 5７９ 1 北海道 5４１ 1 愛知 5７５
2 北海道 ５０4 2 愛知 ４７３ 2 北海道 ５４２

3 宮城 44６ 3 宮城 4４３ 3 愛媛 46４

１６ 秋田 33５
９ 秋田 ３３８

４ 宮城 432

３１ 青森 2６２

１９ 福島 28７

2８ 秋田 ２８4

３２ 福島 2５２

２１ 青森 2８５

31 福島 26３
２９ 岩手 2４９

３４ 岩手 24８

3２ 山形 2６３

3５ 山形 2０6

3８ 山形 2１７

3４ 青森 2４６

３８ 岩手 ２０4

44９ 4４４ ４７２
3７３ 3１５ 3７９
2８８ 2９２ 2５7

R５年産

順位 都道府県

全国
都府県
東北

R６年産

順位 都道府県

全国
都府県
東北

順位 都道府県

R７年産

東北

全国
都府県



３ 東北地域の麦の水田での作付割合と排水対策の実施状況

○ 東北地域における麦の栽培は、水田における転作作物としての作付けが大部分である（麦作付面積の約９割）。

○ 麦は湿害に弱いことから、特に水田での作付けでは排水対策が重要であり、明渠の整備率は高い県が多いもの
の、心土破砕や弾丸暗渠等の実施率は高くなく、県間でのばらつきもみられる。今後の生産性向上のためには、各
ほ場の条件に適した排水対策を行うことが重要である。

水田で作付けされた麦の排水対策の実施状況（令和7年度）

４麦作付面積の水田での作付割合（令和7年度）

排水対策を実施したほ場（左）と未実施ほ場（右）

資料：診断に基づく小麦・大麦の栽培改善技術導入支援マニュアル（農研機構）

湿害による影響

(%)

９
資料：東北農政局生産振興課調べ

注：整備率・実施率は、４麦作付面積のうち水田での作付面積における当該対策の割合

(%)(%)

資料：東北農政局生産振興課調べ

田作割合４麦 うち
作付面積 田作面積
（ha） （ha）

全国 293,660 184,450 63%
都府県 158,400 149,930 95%
東北 8,236 7,181 87%
青森県 807 479 59%
岩手県 3,800 3,344 88%
宮城県 2,645 2,595 98%
秋田県 272 259 95%
山形県 181 120 66%
福島県 531 384 72%
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４ 東北各県の麦作における作付体系

○ 水田で作付けされた麦の作付体系は、青森県、岩手県及び福島県においては１年１作体系が半数以上を占める。
宮城県及び秋田県においては稲・麦・大豆による２年３作体系の導入割合が高く、山形県においてはそばと組み合
わせた１年２作体系の導入割合が高い。

水田で作付けされた麦の作付体系

（令和７年産）

資料：東北農政局生産振興課調べ

２年３作のうち、稲・麦・大豆体系

２年３作のうち、稲・麦・大豆体系以外

１年１作

１年２作

３年４作

（ ）内は組合せ作物
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